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新年のご挨拶 
   
 
 

         三重県高圧ガス安全協会 

           会 長  丸 山  明 
            昭和四日市石油株式会社 

  取締役常務執行役員四日市製油所長 

   
 
 平成 29 年の新春を迎え、会員の皆様におかれましては健やかに新年を迎えら

れたこととお慶び申し上げます。 

 昨年、三重県高圧ガス安全協会の会長に就任し、本年も引き続き当協会の  

運営に携わりますので、皆様のご支援、ご協力を賜りますよう宜しくお願い  

申し上げます。 

 さて、昨年を振り返ってみますと、就任早々の５月には伊勢志摩サミットが

開催され、テロへの警戒に緊張が高まりましたが、事前に十分な準備と対応を

していただいた効果もあり、大きな混乱もありませんでした。 

 改めて、お礼申し上げます。 

 また、4 月に熊本、10 月には鳥取と大きな地震が発生し、多大な被害をもた

らしました。南海トラフを震源とする地震による災害が予想される三重県で 

事業を展開する我々にとっては、自然災害への備えについて再度点検する機会

になったものと思われます。 

 高圧ガスはひとたび事故が発生すると広域被害を伴い、社会に大きな影響を

与えることから、その防止対策を怠ることはできません。 

 つきましては、本年も引き続き、自主保安の充実に加え、自然災害への備え

について十分配慮した取り組みをお願い致します。 

 協会といたしましては、関係行政機関の皆様のご指導をいただきながら、  

会員の皆様と密に連携を図り、高圧ガス事業における保安強化・防災対策に  

継続して尽力し、地域社会の安全安心と経済発展に貢献していく所存です。 

 最後になりますが、本年も当協会の活動にご支援、ご協力を賜りますよう  

お願い申し上げますとともに、会員皆様の益々のご発展を祈念いたしまして、  

新年のご挨拶とさせて頂きます。 
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新 年 の 御 挨 拶 
 

 

 

 

 

 

          三重県防災対策部  

          部長 福 井 敏 人  

                     

  
 平成 29 年の新春を迎え、謹んで新年の御挨拶を申し上げます。  
 三重県高圧ガス安全協会並びに会員の皆様におかれましては、平素から高圧

ガスの保安の確保に積極的に取り組んでいただいておりますことに厚く御礼 

申し上げます。  
 また、昨年 5 月 26、27 日に開催されました伊勢志摩サミットでは、皆様の  

御支援、御協力により大きな事故もなく、安全・安心に開催することができま

した。  
 サミット開催にあたり、高圧ガスの保安の確保、自主警備の強化、放置容器

の回収などに取り組んでいただきましたことに対し、改めて御礼申し上げます。 
 さて、昨年は熊本地震や鳥取県中部地震、北海道や東北地方を襲った台風  

10 号などこれまでに経験をしたことのないと表現されるような自然災害が発生

し、各地に大きな被害をもたらしました。  
 また、県内の高圧ガス事故の発生状況は、依然高止まりの傾向にあります。  
 改めて申し上げるまでもなく、大規模な自然災害は高圧ガス施設の損傷や 

二次災害を引き起こし、ひとたび高圧ガス事故が発生すると、甚大な被害が  

発生するだけでなく大きな社会的影響をもたらします。  
 皆様には、事故を未然に防ぎ、被害を低減するため、また災害に備えるため

にも、平素からの保安管理の徹底をお願いします。  
 重大事故の共通要因は、リスクアセスメント、人材育成、情報共有の不足で

あるといわれています。  
 特に人材育成については、県としても保安推進の中核的人材の育成を支援 

する研修会を開催するなど、現場保安力の向上を図っているところです。  
 こういった人材育成に加え、引き続き保安検査や立入検査を実施することで

保安の向上、安全の確保に努めてまいります。  
 最後に貴協会の益々の御発展と、会員の皆様方の御健勝と御活躍を心から 

お祈りするとともに、本年が事故・災害の無い良い年になることを切に願い、

新年の御挨拶といたします。  
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高圧ガスに関する省令及び告示等改正について 

 

経済産業省は、平成 28 年 11 月 1 日付けで高圧ガスに関する省令及び告示等の改

正を行いましたので、その概要を紹介します。 
今回の一連の改正では、高圧ガスの処理量及び貯蔵量の合算規定の見直し、液化

ガス及び毒性ガスの対象の再整理を踏まえた見直し、適用除外の範囲の拡大、その

他高圧ガス保安のスマート化への対応等が含まれていますので、ご注意ください。 
詳細は、下記の経済産業省ホームページに掲載されていますので、適用を受ける

場合は、必ずご確認ください。 
     

http://www.meti.go.jp/policy/safety_security/industrial_safety/oshirase/2016/11

/281101.html 

経済産業省ホームページ → 政策について → 政策一覧 → 安全・安心 
  → 産業保安 → 高圧ガスの安全 → 新着情報 
   → 容器保安規則等の一部改正等について（2016 年 11 月 1 日） 

 
 

＜用語＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 法・・・・・・・高圧ガス保安法 

           （昭和 26 年 6 月 7 日 法律第 204 号） 

 政令・・・・・・高圧ガス保安法施行令 

           （平成 9 年 2 月 19 日政令第 20 号） 

 一般則・・・・・一般高圧ガス保安規則 

（昭和 41 年 5 月 25 日 通商産業省令第 53 号） 

 液石則・・・・・液化石油ガス保安規則 

（昭和 41 年 5 月 25 日 通商産業省令第 52 号） 

 コンビ則・・・・コンビナート等保安規則 

（昭和 61 年 12 月 13 日 通商産業省令第 88 号） 

 冷凍則・・・・・冷凍保安規則 

（昭和 41 年 5 月 25 日 通商産業省令第 51 号） 

   内規・・・・・・高圧ガス保安法及び関係政省令の運用及び解釈に 

           ついて（内規） 

             （平成 26 年 7 月 14 日 20140625 商局第 1 号） 

 政令関係告示・・高圧ガス保安法施行令関係告示 
             （平成 9 年 3 月 24 日 通商産業省告示第 139 号） 

三重県からのお知らせ 
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１．液化ガスの定義の見直し（内規 法第 2 条関係） 

現に液体であって、①沸点が 40℃以下のもの、又は②沸点が 40℃を超える液体

がその沸点以上かつ１MPa 以上の状態にあるものが、『液化ガス』となりました。 
 
２．毒性ガスの定義の見直し（一般則第２条・コンビ則第２条・内規等） 

一般則第 2 条第 1 項第 2 号及び、コンビ則第 2 条第 1 項第 2 号に掲げられた   

ガス及び毒物及び劇物取締法の毒物が『毒性ガス』となりました。 

混合ガスの場合は急性毒性（ＬＣ５０）が 500ppm（4 時間）以下である場合に   

毒性ガスとなりました。ただし、掲名されたガスが 50％以上の混合ガスについて

は、毒性ガスとして取り扱います。 
コンビ則の毒性ガス保安距離のＬ１・Ｌ２・Ｌ３は、Ｌのみ（従来のＬ３相当）に

なりました。 
※従来の毒性ガスの定義にあった「じょ限量 200ppm 以下」の規定は削除されまし

た。また軽微変更の要件から、「じょ限量１ppm 未満」の規定は削除されました。 

 

３．処理量の合算規定（内規 法第 5 条関係） 

同一事業所内の製造施設は原則として全てを合算しますが、非連結施設で処理

能力 100ｍ３／日（第一種ガスは 300ｍ３／日）未満は合算しなくてもよいことと

なりました。ただし、これらは第二種製造者としての規制を受けます。 
 
４．貯蔵量の合算規定（内規 法第 16 条関係） 

消火設備内高圧ガス以外の「30ｍ以内合算」は、容器と容器との間については

22.5ｍ以内、その間に障壁があれば 11.25ｍ（それぞれの容器置場の面積が 8m2

以下の場合は 6.36ｍ）以内を合算します。 

なお、「同一構築物内にある場合に合算」する規定は、削除されました。 

 
５．水電解水素発生装置への対応（一般則第 2 条、コンビ則第 2 条等） 

水電解水素発生昇圧装置の処理能力の計算方法、技術基準を追加しました。 

 

６．適用除外の範囲の拡大（政令第 2 条、政令関係告示第 4 条の 2） 

設備内のガスの容積が規定以下のものであって（容積は対象ごとに異なります）、

分析機器、エアバッグガス発生器、空気銃・準空気銃、消火用放水銃、空気銃・

準空気銃・消火用放水銃に高圧ガスを充塡するための設備、冷凍設備へ高圧ガス

を充てんするための設備の各設備内の高圧ガスが適用除外となりました。 
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７．新冷媒への対応 

  （政令第 3 条、冷凍則第 2 条、一般則第 2 条、コンビ則第 2 条等） 

温暖化係数が低いフルオロカーボンのうち燃焼性がわずかにあるフルオロオレ

フィン 1234yf、フルオロオレフィン 1234ze、フルオロカーボン 32 を「特定不活

性ガス」とし、技術基準等を追加するとともに、完成検査・保安検査の方法も併

せて規定しました。 
なお、これらは「不活性ガス」に含まれ、「第一種ガス」として扱います。 

 
８．スクーバダイビング呼吸用ガスに係る販売主任者に関する規定の見直し 

  （一般則第 72 条） 

販売主任者の選任にあたって、酸素の濃度が 40％未満であるスクーバダイビン

グ呼吸用のガスについて、空気と同様に、販売主任者の選任が不要となりました。 

 

９．その他 

・スーパー認定完成・保安検査実施者の更新期限を 5 年から 7 年に延長しました。 

 （政令第 10 条） 

 

・液化石油ガス用容器の移動に関し、内容積 25 リットル以下の容器のみを積載し

た車両で、内容積の合計が 50 リットル以下である場合は、移動基準の一部免除

となりました。 

 （従来は内容積 20 リットル以下の容器のみで、内容積の合計が 40 リットル  

以下である場合） （液石則第 49 条） 

 

・樹脂・ゴム・金属等の成形加工機器は「高圧ガスの製造」の非該当になりまし

た。 （内規 法第 5 条関係） 

 

高圧ガス保安法規集（第 16 次改訂版）が発行されました。 

 これからの講習会は、この法規集を使用します。 

 

 三重県高圧ガス安全協会でお求めください。 

  定   価 4,830 円  

   会員価格 4,350 円 

 ホームページ「図書のご案内」をご覧ください。 

    http://www.ankyo-mie.jp/ 
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平成２8 年の高圧ガス事故の発生状況 
 
 平成28年及び過去4年間の高圧ガス事故の発生状況についてお知らせします。 

 １．全国の事故件数の推移【災 害】             （単位：件） 

                               平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 

製
造
事
業
所 

冷 凍 124 145 133 171 （95） 

コンビナート 56 39 47 43 （21） 

Ｌ Ｐ 21 23 18 16 （10） 

一 般 102 81 72 75 （54） 

計 303 288 270 305 （180） 

移 動 29 42 31 24 （11） 

消 費 83 52 73 80 （28） 

その他 13 10 7 20 （4） 

合 計 428 392 362 429 （223） 

   ※高圧ガス保安協会「高圧ガス関係事故集計（平成 28年 12月）」より引用。 

   ※平成 28年は 6月末現在の数値。平成 27、28年の数値は、変更になる場合があります。 

 ２．県内の事故件数の推移【災 害】             （単位：件） 

  平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 

事故件数 14 12 15 18 （26） 

   ※平成 28年は 11月末現在の数値。 

 ３．県内の事故件数の推移【喪失・盗難】          （単位：件） 

  平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 

事故件数 10 26 17 10 （7） 

   ※平成28年は11月末現在の数値。 
   ※このページにおける事故件数は暦年（1～12月）で計数しています。 

 

 ４．事故の発生状況 

① 平成 27年の全国の高圧ガス事故については、喪失・盗難を除いた災害件数では、429件であり、

依然として高い水準にあります。 

    特に、冷凍及び消費先の事故発生件数が多い傾向となっています。 

② 平成 27 年の三重県内の高圧ガス事故については、喪失・盗難を除いた災害件数では、18 件で   

あり、毎月１回以上、何らかの事故が起こっている頻度となっています。 

  なお、平成 28年は 11月末までに 26件と既に前年の事故件数を大きく上回っており、内１件で

は負傷者（軽傷１名）が発生しています。 

③ 製造事業所内の事故の原因としては、全国的に腐食管理不良によるものが多い傾向にあり、  

設備の維持管理が重要と考えられます。 

  また、消費先の事故の原因としては誤操作・誤判断によるものが多く、消費者への保安教育が  

重要と考えられます。 

④ 三重県内の高圧ガス容器の喪失・盗難事故については、近年多く発生しており、特にＬＰガス  

容器の盗難が北勢地区周辺で多く発生しています。 

 

今後もより一層、保安の確保に努めるようお願いします。 

三重県からのお知らせ 
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高圧ガス移動車両路上点検結果 

 
 11 月に県内 14 箇所において、高圧ガス移動車両の路上点検を行った結果は、  

次のとおりでした。 

 
１．点検車両台数及び違反車両台数 

点検車両台数 違反車両台数 

ローリー ばら積み 
計 

ローリー ばら積み 
計 

ＬＰ 一般 ＬＰ 一般 ＬＰ 一般 ＬＰ 一般 

9 3 12 6 30 0 0 4 0 4 

 
２．違反事項別件数 

・応急用資材工具等の不備  ３件 

・書面（イエローカード）の不携帯 ２件 

 

 今回の路上点検での違反車両は、ＬＰガスのばら積み車両 4 台でした。 

違反事項は、応急用資材工具等の不備、書面の不携帯であり、基本的な項目で  

あると言えます。 

なお、違反が認められた車両については、「違反事項を是正した旨の報告」を   

事業者から提出していただきました。 

今後とも、法令順守の徹底、事故発生時の応急措置訓練の実施など、業界団体等

が中心となって、より一層、保安の確保及び災害の防止に努めてください。 
 

三重県からのお知らせ 

路上点検の様子 
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高 圧 ガ ス 保 安 全 国 大 会  

 

10 月 28 日（金）、第 53 回高圧ガス保安全国大会が ANA インターコンチネンタル   

ホテル東京において開催され、経済産業大臣表彰及び高圧ガス保安協会長表彰が行われ

ました。 

三重県高圧ガス安全協会、溶材組合の関係者では、優良販売業者として㈱ナックが 

経済大臣表彰を受賞されました。 

 

 

 

 

 

大臣表彰を受ける㈱ナック 中村会長 

 

 

 このほか、次の講演が行われました。 

 

  技術講演 「先端医療機器の開発に挑戦し続ける～日本三大疾病に挑む～」 

         ㈱東海メディカルプロダクツ 会長 筒井宣政 氏 

 

  特別講演 「夢見る力が「気」をつくる 

        ～クルーズトレイン「ななつ星 in九州」はいかにして生まれたか～」 

         九州旅客鉄道㈱ 代表取締役会長 唐池恒二 氏 

経済産業大臣表彰 （敬称略） 

 ・優良販売業者 ㈱ ナ ッ ク 
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中 部 高 圧 ガ ス 保 安 大 会 

11 月 17 日（木）に名古屋逓信会館で開催された第 30 回中部高圧ガス保安大会   

（主催:中部高圧ガス保安団体連合会）において、高圧ガス保安中部近畿産業保安監督

部長表彰が行われましたが、当協会、組合の関係者の受賞はありませんでした。 

また、同保安大会の 30周年を記念して、主催者である中部高圧ガス保安団体連合会

代表幹事表彰が行われ、保安功績者に藤澤伸幸氏（協和ガス㈱）に表彰状と記念品が  

授与されました。 

 

 

 

 

 

表彰式の後に開催された記念講演では、経済

ジャーナリストの須田慎一郎氏が『いま起こっ

ていること、これから起こること』と題して、

社会経済問題をわかりやすく、おもしろくお話

いただきました。 

 

 

 

 

三 重 県 知 事 表 彰 式  

 

高圧ガス取扱優良事業所等三重県知事表彰は、昨年度から県庁プレゼンテーション 

ルームにおいて鈴木英敬知事から表彰状を授与されています。 

10 月 24 日（月）に行われた表彰式において、藤澤伸幸氏が保安功労者として表彰  

されました。藤澤氏は、上記の表彰とのダブル受賞となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中部高圧ガス保安団体連合会代表幹事表彰（敬称略） 

・保安功績者 藤 澤 伸 幸（協和ガス㈱三重工場） 

高圧ガス取扱優良事業所等三重県知事表彰（敬称略） 

・保安功労者 藤 澤 伸 幸（協和ガス㈱三重工場） 
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   受賞者のことば 

経 済 産 業 大 臣 表 彰 を 受 賞 し て 

                            株式会社 ナック 

                         取締役会長 中村信通  

 

 皆様には益々ご隆盛のこととお慶び申し上げます。 

 当社は、去る10月28日に高圧ガス保安全国大会におきまして優良販売業者として『高

圧ガス保安経済産業大臣表彰』を受賞させて頂きました。 

 昭和 47年 11月 1日創業以来、皆様方には手取り足取り、細部にわたりましてご指導

を頂き、ありがとうございます。 

 当時、私は 24歳で起業いたしましたが、全く経験のない商いで、それこそ右も左も

わからない状態の中、今日まで育てて頂きました。 

 特に、高圧ガスという危険な商材を取り扱う職業ですので、充分注意してきたつもり

ですが、日々の会合や新たな勉強、講習会、実演などは、保安に対する意識を更に高め

ることができ、有難く、為になっております。 

 さて、事務所が古くなりましたので、新しい事務所をすぐ近くに建設しておりました

が、11月 1日に竣工いたしました。 

 そのタイミングでこの様な賞を頂けたのも何かのご縁と感謝しております。 

44 年間頑張ってきましたが、これからは若い人達に高圧ガスという危険な商材の  

取り扱いについて充分指導し、事故の無いよう更に努力して参りたいと思っております。 

 保安対策は日々変化していきますので、皆様方にはこれまで以上のご指導、ご鞭撻を

賜ります様お願い申し上げ、御礼とさせて頂きます。 

                          

 受賞された中村会長と新社屋 
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 29年度（上期）講習会のお知らせ （ＫＨＫ中部支部）  

 

★印のお申し込みは、ＫＨＫのホームページ(http://www.khk.or.jp)で24時間対応します。 

専用郵便振替用紙でお申込みの場合は、受付最終日が下記日付の２日前となります。 

○印は、ＫＨＫ中部支部へ電話（０５２-２２１-８７３０）でお申込ください。（土日祝日を除く） 

種   類 講習日（検定日） 会   場 受付期間 

特定高圧ガス 

取扱主任者講習 

（液化酸素、特殊高圧ｶﾞｽ） 

４／１１～１２ 

（検定 ４／２０） 

ＩＭＹビル８階、６階 

（検定会場）ＩＭＹビル４階 

○ 

３／７～２４ 

甲種機械講習 
４／１７～１９ 

（検定 ５／２８） 

名古屋国際会議場 

（検定会場） 

名古屋工学院専門学校【予定】 ★  

３／１３～２６ 

甲種化学講習 
４／２５～２７ 

（検定 ５／２８） 

ＩＭＹビル４階 

（検定会場） 

名古屋工学院専門学校 【予定】 

乙種機械 

講 習 

愛

知 

第１次 ５／９～１１ 
名古屋国際会議場 

★ 

３／２７～４／９ 

第２次 ５／２３～２５ 

 （検定 ６／１１） （検定）名古屋工学院専門学校【予定】 

三 重 
５／３０～６／１ 

（検定 ６／１１） 

プラトンホテル四日市 

（検定）名古屋工学院専門学校【予定】 

乙種化学講習 
５／１６～１８ 

（検定 ６／１１） 

ＩＭＹビル４階 

（検定会場）名古屋工学院専門学校  

★  

３／２７～４／９ 

第一種販売講習 
６／５～７ 

（検定 ６／２３） 

ＩＭＹビル８階 

（検定会場）ＩＭＹビル４階 

★ 

 ５／１～１４ 

丙種化学 

特別講習 

愛 

知 

第１次 ６／７～９ 

ＩＭＹビル４階 

★  

５／１～１４ 

第２次 ６／１３～１５ 

第３次 ６／２０～２２ 

 （検定 ７／２） （検定会場）名古屋工業大学 【予定】 

三 重 
６／１３～１５ 三重県トラック協会 北部サービスＣ 

（検定 ７／２） (検定会場)名古屋工業大学 【予定】 

保安主任者講習 ６／２７～２８ ＩＭＹビル４階 ★ ５／２２～６／４ 

保安係員 

   講 習 

(一般高圧ガス) 

愛

知 

第１次 ７／１２～１３ ＩＭＹビル４階 

★ 

 ５／２２～６／４ 

第２次 ７／１９～２０ 名古屋国際会議場 

三

重 

第１次 ６／２６～２７ 
四日市農協会館 

第２次 ７／１３～１４ 

高圧ガス移動監視者講習 

(総合) 

８／２３～２４   

(検定 ９／３) 

ＩＭＹビル４階 

 (検定会場) ＩＭＹビル４階 

○  

７／２１～８／１０ 

特定高圧ガス 

取扱主任者講習 

（液化酸素、特殊高圧ｶﾞｽ） 

８／３０～３１ 

（検定 ９／１５） 

ＩＭＹビル８階、６階 

（検定会場）ＩＭＹビル４階 

○  

８／７～２４ 

※ 【予定】 と記載した会場は、変更となる場合がありますので、ご注意ください。 
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 コンプライアンスシリーズ №14  

フレキシブルチューブは全数耐圧試験が必要です 

 

 フレキシブルチューブはタンクローリーからの受入や容器への充てん等、高圧ガスの 

製造設備に幅広く用いられています。 

 県がみなさんの事業所へ完成検査に赴いて、各種記録類を確認する際にフレキシブル 

チューブに係る書類に耐圧試験記録がない場合があります。 

  

 その際、事業所の方に尋ねると、 

「４倍耐圧試験を行っているので、耐圧試験は実施していません。」 

という答えが返ってきます。 

 これは、４倍耐圧試験と耐圧試験とを混同しているために生じた誤解ですので、今回は

この誤解を解消するための解説をします。 

 なお、解説を簡略化するため、一般則に限定して話を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 高圧ガスの製造のための施設の位置、構造及び設備に係る技術上の基準は一般則第 6条

第 1項に定められています。 

 容器や一部の貯槽を除き、高圧ガス設備は以下のとおり耐圧試験等に合格することが 

要求されています。 

 耐圧試験に合格すること・・・一般則第 6条 第 1項 第 11号 

 気密試験に合格すること・・・     〃     第 12号 

 十分な強度を有すること・・・     〃     第 13号 

 

 みなさん御承知のこととは思いますが、念のためそれぞれの上記の要求事項について 

説明します。 

 「耐圧試験に合格すること」とは、設備に常用圧力の 1.5倍以上（液体を使用する場合。

気体を使用する場合は 1.25 倍以上）の圧力を加える試験において、当該設備に膨らみ、  

伸び、漏洩等がないことを意味しています。  

＜用語＞ 

 一般則・・・・・一般高圧ガス保安規則 

          （昭和 41年 5月 25日 通商産業省令第 53号） 

 例示基準・・・・一般高圧ガス保安規則の機能性基準の運用について 

          （20121204商局第 6号 平成 24年 12月 26日） 

 
コンプライアンスシリーズは、三重県防災対策部 
消防・保安課予防・保安班に執筆いただいています。 
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 「気密試験に合格すること」とは、常用の圧力以上の圧力を加える試験において、漏洩

がないことを意味しています。 

 では、「十分な強度を有すること」はどういうことでしょうか。 

 これは例示基準の「８．高圧ガス設備及び導管の強度」に定められており、設備が以下

の式で算出される値（ｔ）以上の肉厚を有していることを意味しています。 

 

 

 【配管又は導管の肉厚の算定】 

    内径に対する外形の比が 1.5以下のもの（Ｐ≦σａη/2.6） 

     
 

内径に対する外形の比が 1.5を超えるもの（Ｐ＞σａη/2.6） 

     
  ※詳細は例示基準の「8.高圧ガス設備及び導管の強度」を参照ください。 

 

  

 配管等については上記の式で肉厚の算定はできますが、フレキシブルブルチューブは 

上記の式では肉厚の算定ができません。では、フレキシブルチューブの強度はどう確認  

すればよいのでしょうか。 

 例示基準の「8.高圧ガス設備及び導管の強度」では以下のように定められています。 

・・・・・・肉厚算定式が適用できるものにあっては、これを準用するものとし、    

これが適用できないものにあっては、次のいずれかの方法によりその強度を確認する

ことをもって肉厚の算定に代えることができる。 

3.1 形式ごとに水圧による加圧試験を行い、常用の圧力の４倍の圧力に常用の 

温度における材料の許容引張応力に対する加圧試験の温度における材料の 

許容引張応力の比を乗じて得られる値以上の圧力で破壊を乗じないものであ

ること。 

3.2 （略） 

 

 この 3.1に記載されている内容が、いわゆる「４倍耐圧試験」と称しているものです。 

 つまり、フレキシブルチューブの「４倍耐圧試験」とは「肉厚算定」に相当するもの   

なのです。 
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 冒頭に記した 

「４倍耐圧試験を行っているので、耐圧試験は実施していません。」 

 というのは、 

「肉厚算定を行っているので、耐圧試験は実施していません。」 

 と同じことであり、明らかに誤解であることがおわかりいただけたでしょうか。 

 

 以上のことを表にまとめてみます。 

 強 度 耐圧試験 気密試験 

配 管 

（炭素鋼、ステンレス鋼） 
肉厚算定式 

常用圧力の 

  １.５倍以上 
常用圧力以上 

フレキシブルチューブ 

（金属、ゴム） 

４倍耐圧試験 

（常用圧力の４倍） 

常用圧力の 

  １.５倍以上 
常用圧力以上 

              ※４倍耐圧試験は全数ではなく、型式ごとでよい。 

 

 炭素鋼やステンレス鋼の配管では、肉厚算定、耐圧試験の実施及び気密試験の実施が  

必要であることは当然のことであると皆さんも認識されていると思いますが、フレキシブ

ルチューブでも炭素鋼やステンレス鋼の配管と同様、肉厚算定（４倍耐圧試験）、耐圧試験

の実施及び気密試験の実施が必要です。 

 

残念ながら、『フレキシブルチューブは４倍耐圧試験を行っていれば耐圧 

試験は不要』と誤解している設備工事業者もまだまだ多いですので、フレキ

シブルチューブを購入される際は、十分に気を付けて下さい。 
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（コンビナート部門） 

「我が社の保安管理」 
東邦ガス株式会社四日市工場 

四日市市霞一丁目２２－５ 

１．四日市工場の概要  

 当社は愛知県・岐阜県・三重県の東海  

3 県を中心に、約 238 万件のお客さまに都

市ガスをご利用いただいています。 

主要導管網概要および供給先 

 四日市工場は、知多ＬＮＧ共同基地に  

続く弊社第 2 のＬＮＧ基地として四日市霞

コンビナート地区に建設され平成3年10月

より運用を開始し、都市ガスの安定供給に

貢献しています。 

 平成25年9月には知多と四日市の間を結

ぶ海底導管「伊勢湾横断ガスパイプライン」

の運用を開始し、都市ガス工場の相互  

バックアップ体制を整え、柔軟かつ効率的

な運用を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．保安管理について 
 当工場では分散型制御装置を設置し、 

中央監視室から工場内設備の集中監視・ 

制御を行い、異常の早期発見・対応に努め

ています。 

中央監視室 

  
 保安・防災については、設備対策と訓練、

ヒューマンエラー防止活動等万全の対策を

実施しています。 
(1)設備対策 
 保安防災設備として以下を設けています。 
 ①予防設備 
  安全弁、インターロック、防爆機器等 
 ②監視・連絡設備 
  計測・警報装置、ガス検知器、ページ

ング等 
 ③拡大防止設備 
  緊急停止・遮断装置、防液堤、防消火

設備等 
 防消火設備のうち、エネルギー保有量が

大きいＬＮＧタンクエリアで万一災害が 

発生した場合に備えて、高発泡設備、水幕

設備、散水設備等を設けています。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（写真２）中央監視室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（写真２）中央監視室 四日市工場全景 
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高発泡設備 

水幕設備 

(2)訓練の実施 
 年間計画を立案し、総合防災訓練を始め、

各種の訓練を定期的に実施しています。 
 特に、プラントの保安確保に重要となる

緊急時の対応については以下訓練を繰り 

返し行い、習熟に努めています。 
① シミュレータ訓練 

  都市ガス製造プラントは、製造プロセ

スの変遷とともに信頼性が向上し、運転

員がトラブルを経験する機会が減少して

きたため、中堅・若手運転員の緊急時  

対応力の強化を目的として、運転訓練 

シミュレータを導入し、様々な訓練を 

行っています。訓練メニューは、基本操

作から停電等トラブル対応等オペレータ

から当直長まで役割・レベルに応じて 

設定されています。さらに、チーム全体

での実戦能力を強化するために、当直の

メンバー全員参加によるチーム訓練も 

定期的に実施しています。 
 

シミュレータ訓練 

② 消火訓練 
  漏洩火災に対して消防車を使用した消

火活動を正確かつ迅速に行えるよう、定

期的に実施しています。 

 
消火訓練 

(3)ヒューマンエラー防止活動 
 過去の社内外のトラブル事例を題材に、

定期的に勉強会を実施しています。 
 チーム単位で改めて要因分析を行うと 

ともに、現状の業務に同様のリスクが無い

か点検し、懸念があるルール・仕組みを  

洗い出し、改善を実施しています。 
 
 
３．おわりに 
 当工場は操業開始から 25 年が経過し、 

ベテランから若手へのプラントの運転や 

保全業務の技能伝承が課題となっています。 
 前述のシミュレータを活用した各種教育

訓練、ベテランからのＯＪＴ指導等により

若手の早期育成を図り、一層の保安向上に

つなげていきたいと考えています。 
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（製造・消費部門） 

「我が社の保安管理」 
日東電工株式会社亀山事業所 

亀山市布気町 919番地 

１．会社概要 

 日東電工株式会社は 1918 年に電気絶縁

材料メーカーとして創業しました。 

 基幹技術である粘着技術や塗工技術など

をベースにシートやフィルムに様々な機能

を付加し、エレクトロニクス業界を中心に

自動車・輸送機器、環境関連及び医療関連

など、様々な業界に約 13,500の製品を提供

しています。  

 Nitto グループは、世界の 27 ヶ国約 100

社にビジネスを拡大し、約 3 万人の従業員

が新しい価値を創造しています。  

 亀山事業所は 1969 年に電気絶縁材料の

生産拠点として操業を開始し、現在では 

液晶ディスプレイ用の偏光フィルム、スマ

ートフォンやタブレット端末等の透明導電

性フィルム、ハードディスクドライブに 

使われている回路材料などエレクトロニク

ス製品を中心に生産活動を行っています。 

 

２．労働安全衛生基本方針 

  労働安全は『あらゆる事故・災害をゼロ

にします』という基本方針のもと「私たち

は安全をすべ

てに優先しま

す」のスロー

ガンを掲げ、

安全活動を従

業員一同にて

取り組んでい

ます。 

 

 

安全の塔 

３．高圧ガスの取扱い 

 2005 年 11 月に高圧ガス保安原子力  

安全・保安院長表彰を受賞しており、高圧 

ガス保安管理意識・危機管理向上に努めて

います。 

 また自主保安の重要性を認識し安全管理

体制強化に日々取り組んでいます。 

液化窒素タンク 

 

４．安全活動 

①防災センターの設置 

 化学消防車、可搬式消火ポンプ車、防災

車を各 1 輌保有し、有事の際には従業員 

から選抜した社内機動隊が現場へ駆け付け

ます。そのために 2 回/月ペースで機動隊 

訓練を実施しています。 

      防災センター 
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②指差呼称の推進 

 労働災害防止から、事業所を上げて指差

 呼称を推進しています。 

 構内の大きな交差点に指差呼称ポイント

を設け、従業員が横断するときに指差呼称

を励行するよう指導をしています。 

 大きな会議体でも冒頭に安全唱和（前述

の「私たちは安全をすべてに優先します」）

の後に指差呼称をし、全従業員に浸透する

よう努力しています。 

『指差呼称』・『安全バッチ着用』・『あいさつ運動』 

 

      指差呼称ポイント 

 

③防災訓練  

 実際に巨大地震が発生したと想定し、 

訓練をしています。従業員には、事前打合

せをせず、訓練を実施しています。 

訓練後には反省会を開催し、そこで抽出し

た課題を次年度に活かしています。 

 避難者待機中 

人員数確認中 

 

 

５．おわりに   

  日東電工亀山事業所では、全従業員が 

安全安心で働ける職場を作り、無事故、  

無災害で家族のもとへ無事に帰宅すること

を安全の基本方針としています。 

 リスクアセスメント活動のみならず、 

指差呼称の励行、職制クラスによる安全 

パトロールの実施をすることで安全意識の

向上に努めています。 

 今後も無災害活動を推進し、従業員だけ

でなく地域社会からも信頼される企業を 

目指していきます。   
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菱化ロジテック株式会社 中部支店 

 

平成 28 年 10 月に新規加入しました菱化ロジテック㈱です。 

当社は、三菱化学物流㈱の子会社として東京に本社を構え、関東・中部・大阪・

中国・四国・九州の営業所を拠点にローリー・トラック輸送や倉庫業務などの物流

業務を行っています。 

中部支店では、小池支店長をはじめ従業員 140 名で三菱化学㈱四日市事業所内の

輸送業務や構内作業を行っており、ローリー輸送の「輸送１グループ」、トラック輸

送の「輸送２グループ」、「生産物流グループ」、「車両整備グループ」の４グループ

で構成されています。 

私が所管する輸送１グループでは、乗務員 30 名で三菱化学から出荷されるケミカ

ル品や樹脂などを専用車約 60 台で中部圏を中心に、北は福島県、南は大分県まで 

幅広く輸送を行っています。 

今般、中部支店で液化アンモニアローリーを２台製作し、新たに高圧ガス輸送を

行う事となり、三重県高圧ガス安全協会へ入会させて頂きました。 

ここで液化アンモニア輸送について少し紹介させて頂きます。 

当該輸送は、既に会員の皆様においても行われていますが、高圧ガスの毒性・  

可燃性ガスで、熱すると爆発の危険性があり、ガスを吸入すると呼吸困難となって

死に至る事もあり、極めて危険な製品です。 

中部支店では初めての取扱いとなりますが、中国・九州支店では同製品のロー  

リー輸送を行っています。 

新会員のご紹介 
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このため、輸送を開始するにあたり、当支店の乗務員を九州支店へ長期出張させ、

実務の高圧ガス荷役を経験させたり、荷主の協力により社内勉強会を開催するなど、

万全を期して輸送を開始しました。 

また、10 月には荷主である三菱化学物流主催の総合防災訓練において、液化アン

モニアローリーの漏洩想定訓練を行い、乗務員の初期処置や通報、社内防災活動の

訓練を行うことで保安教育に力を入れています。 

 

 この様に事前教育や訓練を経て輸送開始となりましたが、新規作業では特に初期

流動管理が重要であり、定期的な教育・管理を継続的に行う事で保安事故『ゼロ』

を継続し、荷主様より信頼される物流会社を目指してまいります。 

 最後に、液化アンモニアローリーの車両紹介ですが、三重県では初めてとなる  

液中ポンプを搭載している車両です。 

 今までのアンモニアローリーにはギヤポンプと言われる外付けのポンプを搭載 

していましたが、この車両の液中ポンプはタンク内に設置されています。                     

 この液中ポンプは、納入先で外部からの電源を必要としますが、ポンプ運転中も

エンジンを停止した状態での荷卸が可能なため、CO2 削減となり、環境にも優しい  

エコ車両となっています。  
                 （輸送１グループリーダー 吉坂 典一） 

 

 
 

《中部支店》              

 〒510-0845 四日市市海山道町 1 丁目１４２１－１ 

  TEL 059(345)7079   FAX 059(346)2848  

  

《輸送１Ｇ》  

 〒510-0846 四日市市大井の川町 2 丁目 1 番地 

  TEL 059(345)7453   FAX 059(346)8797  
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出発前の元気な姿（筆者は左から 2番目） 

 

 

      ３回目の  富士山 でようやくご来光    

上野 隆康 

 

職場の仲間と富士山登頂に向け出発。思えば今回が 3回目の富士山挑戦。 

1 回目は約 20 年前、訳も分からず、職場の先輩に連れられてのことだった。当時、どの   

ルートから登山したのか定かではないが、9 合目以降は急変した天候のせいで登頂できず、  

無念の下山。麓はとても天気が良かった記憶がある。 

2 回目の登山は、3 年前の夏。職場の仲間 4 人での山頂。富士山には、主に 4 つの登山    

ルートがあるが、最も距離・時間共に短い富士宮ルートを選択。途中、天気は最高で初めての

ご来光体験かと気持ちが高ぶっていたが、またもや 9 合目付近で急変。登頂できたものの、   

ガスと強風でご来光どころではない・・・ 。またしても富士山に拒まれる。 

そして今度こそはと臨んだ 3回目の登山!! 

今回、富士登山の経験者は私だけ。後の 4人は登山経験豊富なＹ氏と全くの未経験の 3名。 

入念に準備を行い、先ずは、登山ルート決め。前回の富士宮ルートは距離こそ短いが、途中

岩場が多いため歩きにくい。初心者が多いこともあり、最も利用者が多く、高山植物も堪能で

きる初心者向けの吉田ルートを選択（別名：河口湖口ルート）。次に準備品。底の厚い靴と   

杖（これは現地調達も可能）は勿論だが、夜はとんでもなく寒くなるため、カイロ、冬物の服、

携帯酸素ボンベを準備。 

この時期は、登山者が多いため交通規制が入って

おり、5合目まではバスでの移動となるが、18時の

登山開始を目標に、四日市を出発。 

新東名に乗り、途中のＳＡで知り合いになった 

人達と「今から富士山に登ります!!」などの言葉も

交わしながら、予定通り 15時に富士山の麓に到着。 

バスで 5合目まで着いた後、身体を慣らすため、

2時間ほど登頂に向けて心と身体の準備を行った。 

5 合目でも既に標高は 2305m。空気は薄く、少し

歩いただけで息切れが・・・。 

不安が頭をよぎるが、経験者の私が弱気になる訳にもいかない。 

この広場は、登山開始に向けて準備をする人も多く、他の登山客と雑談を交わし、17 時  

40分、山頂に向けて 7.5kmの道のりを出発。                            

途中、高山植物や富士山からの景色を見ながら、まだまだ元気一杯!!6合目を過ぎたところ

から、下界では、花火大会が開催されており、見下ろす花火と満天の星空に感激したが、段々

と道は険しくなり「本当に初心者コースか??」と疑問を抱きながら、疲れと寒さは増していく。 

8合目到着は、23時前ぐらい。さすがに寒い、眠い…。休憩中、陽気な若い外国人と仲良く

なると、お菓子を貰った。お返しに、熱中症予防の塩が入ったタブレットをあげたら、「What is 

This?」。 

「塩入タブレット」と勿論英語で答えたが、その表情から初めて食べたらしい不味そうな 

顔が印象的だった。よく見ると半そで・半ズボン…。凄い。      

☆★ 趣味の時間 ★☆ 

㈱東 芝 四日市工場 
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体感温度は明らかに 0℃ぐらい。何だか元気が沸き、頂上に向け再出発。 

9合目に到着。既に時間は夜中の 1時。ここで、仮眠を取ることにしたが、何とも寒い。 

1時間も寝ただろうか、岩場の影に隠れて寒さを凌ぐが、風も強く、仲間から「耐えられま

せん。頂上に向け出発しましょう」との悲鳴にも似た一言。 

2時過ぎ、頂上に向けて出発したが、登山道は、凄い人で渋滞。10m程進むのに 30分近く 

かかる。                           

下を見るとキャップライトの行列に驚いた。 

その日は 8,000人も登山したらしい。日の出の

予定時刻は 4時 30分、間に合うか?! 

ゆっくりと進むが、渋滞は続き、頂上を目の 

前に日の出の時間が近づく。 

今回は、天気も良い、期待できる!!辺りは、  

ゆっくりと明るくなる。頂上から少し下のあたり

でご来光を迎えることにした。 

東の方角からゆっくりと光が差し込み、太陽が顔

を見せた!!「これが、ご来光か～」 

3回目でようやく会えた素晴しい景色!! 

これまで、辛かった道のりを一瞬にして忘れる。 

自然界の素晴しさと大きさ、自分の小ささを思い知らされながらも、沢山お願い事をした!!                            

ご来光を見た後、再度頂上に向けて出発。 

6 時、富士山頂へ到着。太陽が出た後は暖かく、過去の登山とは大違い。頂上から見る   

鶴ヶ峰の景色も堪能し、お昼を前に下山を開始。下りは、須走りルート。 

20 年前、名前のように走って下りた記憶があったので簡単に考えていたが、とんでもなく

きつい。歩けど歩けど同じような道が続く。正直、登るときより辛く、膝はがくがくし、心が

折れそうになる。 

4時間かけてようやく下山。途中、登山客とすれ違うが不安を与えないよう、無理やり笑顔

で挨拶する。ヨレヨレとなった姿はどう映ったのか?! 

下山後、疲れを癒しに近くの温泉へ。この温泉に入ることを目標に頑張れたこともあり、    

最高のお湯!! 

今回の登山を振り返り、最終目標の前に小さい目標を作ることで「心は折れない!!」目標達

成した後、どんな良いことがあるのかイメージする（今回は温泉）。        

ゆっくりでも前に進めば、目標は達成できる!!人生も仕事

も同じなんだと改めて実感した 1日でした。 

途中、二度と登らないと思いましたが、終わると「また、 

来年登ろうかな」と思ってます。 

それほど富士山は魅力的な山です!! 

 

遠くから見る富士山も良いけど、チャレンジしてみては 

如何ですか!!  

色々と学ぶところもあると思いますよ!! 

ご来光をバックに記念撮影 
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愛知県高圧ガス移動防災訓練視察記 

  

 晴天の 10 月 19 日、愛知県高圧ガス地域防災協議会の移動防災訓練が、愛知県新城市

長篠にある「ふれあいパークほうらい」を会場に実施されたので、副会長の谷口、林、

勝田の 3名が視察した。 

 10時に車で四日市を出発、みえ川越 ICから今年 2月に開通した新東名高速道路の新し

い区間を走行し、1時間 20分程で新城 ICに到着、近くにある道の駅「もっくる新城」で

昼食の後、周囲が山々で囲まれた自然豊かな訓練会場へ。 

 高圧ガス関係者、関係機関など 200人ほどの参加者があった。 

 関係者への挨拶の後、訓練開始まで地震体験車「なまず号」で関東大震災の震度 6 強

の地震を体験。  

  13時半開会、愛知県高圧ガス地域防災協議会会長、愛知県防災局長の挨拶に引き続き、

次の訓練や実験が行われた。 

  ①液化酸素タンクローリー事故発生時の通報及び応急措置訓練 

   液化酸素輸送中に追突され、配管から酸素が漏洩したことを想定、イエローカードに基づい      

た乗務員の通報訓練及び防災事業所への連絡並びに応急措置訓練。 

  ②水素ガスの燃焼実験 

   水素ガスに点火し燃焼炎が見えにくいこと、圧力による噴射音や燃焼音及び炎の違いを炭酸

ソーダ液の噴霧による炎色反応で確認する実験と高圧燃焼時での消火実験が行われた。 

  ③空気呼吸器装着、アンモニアガス漏洩処置訓練、モノシランガスの擬似爆発実験 

   空気呼吸器の漏れ点検、装着方法の訓練に続いて、アンモニア容器からの漏洩を防災キャッ

プにより防止する訓練と容器収納筒へ収納する訓

練が行われた。 

モノシランガスが自然発火している所に炭酸ガス

消火器による消火の効果観察。 

モノシランガスを水中に通し、気泡が水面に達した

と同時に発火する現象観察。 

風船にモノシランガスを注入し、爆破させて擬似爆

発現象を観察。 

④アセチレンガス容器の消火訓練及び逆火防止器作動実験 

アセチレンガス容器への着火時の消火方法についての模範演技、 

酸素との混合ガスを吹管で点火し、強制的にノズルを塞いで逆火 

を発生させ、逆火防止器の作動状態の確認。 

 ⑤液化石油ガス容器積載方法、ガス漏洩閉止訓練、燃焼・消火実験 

  液化石油ガス容器の正しい積載方法の説明と実演及び容器バルブ 

からのガス漏洩閉止訓練、液化ガス・気化ガスの燃焼実験及び 

消火実験が行われた。 

 訓練後、愛知県高圧ガス移動 

防災訓練実行委員長より講評を

受け、15時半に終了。 

 訓練は円滑に行われ、消防、警察との連携も良いこと

から、準備、練習がしっかりと行われていたと思われた。 

 我々も今以上に意識を高め、訓練を行わなければなら

ないと感じた。  （日本トランスシティ 谷口記） 

容器収納筒 

逆火防止実験 

地震体験車 

－23－



 

 

本年度の「高圧ガス輸送防災講習会」は、10 月 2 日（日）に三重県四日市庁舎大会議室にお

いて開催しました。 

当講習は、高圧ガスを輸送するドライバー、輸送関係者、防災事業所関係者を対象に高圧ガ

ス輸送に関する防災や安全意識の高揚を図ることを目的として毎年開催しています。 

日曜日にもかかわらず、多くの方に参加いただきました。 

午後からは、高圧ガス溶材組合による防災資機材の取り扱い説明などが行われました。 

 

 

日 時：１０月 2 日(日)  9 時～11 時 45 分 

会 場：三重県四日市庁舎 大会議室 

受講者：７７名 

講習内容： 

  (1) ｢高圧ガス保安法｣について 

        三重県防災対策部 消防･保安課  主査  中西裕也 様 

  (2) ｢安全運転と事故防止｣について 

       四日市南警察署交通第一課 交通総務係長 吉水順子 様 

          (3) 事故・災害の防止に向けて 

         三菱化学物流㈱四日市支社 安全ＱＡ環境部長 杉本宗久 様 

 

 

高圧ガス輸送防災講習会 

杉本氏による講演 

防災資機材を説明する

海老原氏 
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高圧ガスの輸送中に交通事故等でガス漏洩が発生した場合、火災や爆発を防除し、  

有毒なガスの除害措置などの活動に従事される県内の消防職員の皆様に防災事業所や 

高圧ガスの性状、性質等についての理解を深めていただくため、平成 24年度から講習会

を開催しています。今回で 5回目の開催となりました。 

また、県の地域機関等で高圧ガス関係の業務を担当されて 

いる職員の皆様にも受講していただきました。 

午後に実施した「高圧ガス実験・訓練」には、全員が見学  

されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日時：11 月 2１日(月)  9 時～11 時 30 分 

会 場：三重県消防学校 講堂 

出 席 者：各消防本部 49 名、三重県職員 18 名 

講習内容：① 高圧ガス防災事業所について  

              副会長（移動防災部会長） 谷口 学 

     ② 高圧ガス保安法令について 

          三重県防災対策部 消防・保安課 主査 中西裕也 様 

      ③ 高圧ガスの基礎知識 

         大陽日酸㈱中部支社技術部 担当課長 諏訪高敏 様 

                                                          

消防機関高圧ガス講習会 

諏訪講師 

中西講師 

谷口講師 
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高 圧 ガ ス 実 験 ・ 訓 練 

 

  「平成 28 年度 高圧ガス実験・訓練」を鈴鹿市の三重県消防学校放水訓練場

において 11 月 21 日に開催しました。  
 今回は 11 時半から実験・訓練開始までの間、消防学校玄関前において各種の

展示を行い、トヨタ・ホンダの燃料電池自動車、移動式水素ステーション、   

ガス検知機器、ＬＰガス発電機、液体窒素での生花等冷凍実験には多くの方が

興味を持って見学をしていただきました。  
 13 時、雲行きが怪しくなりそうな中、安全協会会長挨拶の後、実験・訓練を

開始しました。  
 午前中に行った消防機関高圧ガス講習会の出席者をはじめ、各消防本部職員、

高圧ガス取扱事業所職員、消防学校初任科生など約 300 名の方々が見学され、

日常使用する高圧ガスが異常な燃焼をする様子などの実験により、取り扱いを

誤ると非常に危険なことを認識していただきました。  
 当実験・訓練には、三重県消防・保安課、三重県消防学校、鈴鹿市消防本部、

三重県高圧ガス溶材組合、三重県ＬＰガス協会、大陽日酸㈱、高圧ガス工業㈱

などのご協力を得て無事に実施することができました。  
 また、展示にはみえ水素ステーション合同会社、鈴鹿市役所、理研計器㈱の

ご協力を得ました。  
 皆様には、紙面をお借りしてお礼申し上げます。  
 
 実験・訓練の概要は、次のとおりです。   

第１部 

    訓 練  

① アンモニア容器輸送時の漏洩事故対応訓練  

② ＬＰガス容器バルブ漏洩防止訓練  

 ①アンモニア  
  アンモニア容器の輸送中に交通事故でガス漏洩したことを想定し、消防と

の連携、防災事業所によるガス漏洩閉止、散水による除害等の訓練   
 ②液化石油ガス（ＬＰガス）         
  容器バルブの漏洩をゴムベルトや防災用キャップにより閉止させる訓練  
 

アンモニア訓練 ＬＰガス訓練 
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第２部 

 実 験  

① 酸素の燃焼実験  

② アセチレンの燃焼実験  

③ 水素の燃焼実験  

④ ＬＰガスの燃焼実験  

⑤ モノシランの燃焼実験  

 ①酸素      
  防炎シートに液体酸素を振りかけ、炎を近づけると一瞬で燃焼する実験  

赤熱した鉄製配管に酸素を吹き込み、配管が火花を散らして燃焼する実験  
 ②アセチレン   
  容器、バルブの各安全栓のガスに着火させ、炎上の状況を確認する実験  
  安全栓の孔を消火後に木栓で閉止  
 ③水素  
  燃焼炎は見にくいので、塩水噴霧によりオレンジ色の炎色反応で炎を確認

する実験  
  燃焼炎横の輻射熱は小さいが、上部では金網は容易に赤熱して溶解するこ

とで燃焼温度が非常に高いことを確認する実験  
 ④液化石油ガス（ＬＰガス）  
  ガス状での燃焼炎よりも液体燃焼の炎が大きいことを確認する実験  
 ⑤モノシラン  
  容器からの漏洩で自然発火し、消火器では消火できないことの実験  
  水中を通った気泡が自然発火する実験  
  ガスを入れた風船を割ると爆音をたてて燃焼する実験  
 
 以上の実験・訓練の後、鈴鹿市消防長様から講評をいただき、14 時過ぎに終

了しました。 

 なお、心配された雨は、終了時刻までほとんど降ることはありませんでした。  

 
 

液体酸素による実験 モノシランガスによる実験 
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     展 示 風 景  

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

ＬＰガス発電機 

液体窒素による冷凍実験 

各種ガス検知機器 

水素ステーション 

燃料電池自動車 

 ☆トヨタ  ミライ  ☆ホンダ  クラリティ  
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平成２８年度 高圧ガス製造保安責任者等試験結果 

 

11月 13日に実施された 28年度高圧ガス製造保安責任者及び高圧ガス販売主任者

試験の合格者発表が 1 月 5 日にありました。 

三重県会場（三重大学）の出願者数は 1,154 名で、出願者が多かった 27 年度より

も 138 名減少しましたが、近年の平均的な数でした。 

三重県での受験者 1,067 名のうち 554 名が合格され、平均合格率は 51.9％と   

27 年度より 10.1 ポイントも上昇しました。 

なかでも第二種販売、第三種冷凍機械、第二種冷凍機械、乙種機械は、27 年度の

合格率よりも十数ポイント向上しています。 

なお、合否の通知は 1 月 5 日に高圧ガス保安協会試験センターから受験者へ郵送

されています。 

平成 28 年度の出願・合格状況（三重県会場）を次ページに掲載しました。 

 

 

 

 平成２９年度 高圧ガス製造保安責任者等試験は、 

 １１月１２日 （日） の予定です。 

試験は、毎年 11 月の第２日曜日に実施されます。 

「受験案内･願書」は、７月上旬から配布します。 

 

 

 

    

    高圧ガス製造保安責任者免状・販売主任者免状の交付は、 

    下記へ申請してください。 
〒 105-8447  

        東京都港区虎ノ門４ -３ -１３  ヒューリック神谷町ビル 

         高圧ガス保安協会  試験センター  
 

Ｔ Ｅ Ｌ ：  03(3436)6106 

Ｆ Ａ Ｘ ：  03(3436)5746 

フ リ ー ダ イ ア ル： 0120(66)7966 

                        http://www.khk.or. jp/ＫＨＫ 免状 

 

検 索 

免 状 交 付 

－29－



平成２８年度 出願・合格状況 （三重県会場） 

試験の種類 免除の区分 出願者数 受験者数 合格者数 合格率(%) 
 2７年度 

合格率(%) 

乙種化学 

免除なし（全科目受験） ５９ ５７ １３ 22.8 8.3 

法令免除 － － － － － 

保安管理技術及び学識免除 ４５ ４５ ３１ 68.9 62.2 

小    計 １０４ １０２ ４４ 43.1 38.1 

乙種機械 

免除なし（全科目受験） １６２ １３８ ２１ 15.2 8.0 

法令免除 ２ ２ １ 50.0 100  

保安管理技術及び学識免除 １７５ １７１ １１８ 69.0 58.6 

小    計 ３３９ ３１１ １４０ 45.0 33.7 

丙種化学 

（液石） 

免除なし（全科目受験） ７４ ６０ ６ 10.0 15.6 

保安管理技術及び学識免除 ４５ ４５ ４３ 95.6    100  

小    計 １１９ １０５ ４９ 46.7 47.1 

丙種化学 

（特別） 

免除なし（全科目受験） １００ ９１ １２ 13.2 11.8 

保安管理技術及び学識免除 １１９ １１６ ９５ 81.9 70.3 

小    計 ２１９ ２０７ １０７ 51.7 45.1 

第二種 

冷凍機械 

免除なし（全科目受験） ３５ ３０ １０ 33.3 16.0 

保安管理技術及び学識免除 ３７ ３６ ３４ 94.4 78.0 

小    計 ７２ ６６ ４４ 66.7 54.5 

第三種 

冷凍機械 

免除なし（全科目受験） １０８ ９１ ３５ 38.5 20.2 

保安管理技術免除 ４４ ４４ ３９ 88.6 89.7 

小    計 １５２ １３５ ７４ 54.8 40.6 

第一種 

販 売 

免除なし（全科目受験） ２１ １９ １１ 57.9 58.8 

法令免除 １ １ １ 100  100  

保安管理技術免除 ７ ７ ７ 100     100 

小    計 ２９ ２７ １９ 70.4 72.0 

第二種 

販 売 

免除なし（全科目受験） ６４ ５９ ２５ 42.4 29.8 

高圧法免除 ２ ２ ２ 100  100 

液石法免除 ２ ２ １ 50.0 66.7 

保安管理技術免除 ４２ ４１ ３９ 95.1 82.1 

高圧法・保安管理技術免除 ５ ５ ５ 100  － 

液石法・保安管理技術免除 ５ ５ ５ 100  100  

小    計 １２０ １１４ ７７ 67.5 50.0 

合   計 1,１５４ 1,０６7 ５５４ 51.9 41.8 
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  『ヨッさんの旅日記』（第１話） 

 

台 湾 で 乗 り 鉄 の 旅 

私は列車に乗って旅をするのが好きです。年を取り、時間に余裕が出来てくるように

なり、青春 18キップを買って鉄道の旅に行くようになりました。 

 若いころ、パリからローマまで乗った列車を思い出し、ヨーロッパ列車の旅をしたい

と思うようになりましたが、まだ仕事をしているのと、語学力に自信がなく断念。 

 どこかいい所はないかと考えたところ、かなりの確率で日本語が通じる、漢字で筆談

が出来る、最悪英語でＯＫと考え、台湾を列車で一周しようと計画し実行しました。 

 これまで、会社の同僚、女房と一緒に 3回実行し、今 4回目の計画を練っています。 

それでは、私と一緒に台湾一周鉄道の旅をしましょう。まず準備です。 

 飛行機はチャイナエアラインが安くて便利です。ホームページから簡単に予約でき 

ます。 

 出発日、帰着日により料金がまったく違うので、安い日を選んで予約をしましょう。 

 次はホテルの予約です。AGODA、台北ナビなどから予約が出来ます。 

 最後は列車です。台湾鉄道も台湾新幹線もホームページから日本語で予約することが

できます。 

 出来るだけ予約をしておかないと当日窓口では満席で座席が取れないことが多いよう

です。 

飛行機、ホテル、列車の手配が出来たら問題

はありません。 

セントレア 9時 50分発で出発です。 

12 時 20 分桃園空港に到着、空港から台北駅

まではバスでの移動となりますので「国光  

客運」のカウンターで「タイペイステイション

プリーズ」と言って人数分の指を立てましょう。

キップを渡され「３番」と日本語で言ってくれ

ます。バスはすぐに来ます。      

                        

 約１時間で台北駅に到着します。台北駅で台湾

新幹線と台湾鉄道のキップを発券してもらい 

ます。自販機でも窓口でもどちらでも発券でき 

ます。窓口で運がよければ日本語ペラペラの  

駅員さんが担当してくれます。 

 飛行機が順調に到着すれば、15 時 10 分発の 

「普悠馬号」に乗車することができ、約 2時間で

花蓮に到着します。 

  

 

 花蓮の定宿は「しんいせいち民宿」日本人の片桐さんと台湾人の奥さんが迎えてくれ

ます。花蓮の町は小さい町ですが活気がある町です。 

新 連 載 

ヨッさんの豊富な経験と楽しい旅の記録を

連載いたします。 乞うご期待！ 

トーマスクックの時刻表赤と青 

在来特急「普悠馬号」の車内 
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 地元の人の手で再建された「鹿野神社」 

台湾新幹線 

池上弁当 

モーターホーム買いました！ 

宿から徒歩で小籠包の店、ワンタンの店、海鮮料理の店、カモ肉の店などに行くこと

が出来ます。無料の原住民のダンスも見ることも出来ます。翌日は片桐さんがタロコ  

観光、海線山線観光、ゴルフ場等に連れて行ってくれます。 

ゴルフ場は花蓮市内にあり、キャディーさん 2 人付いてゴルフ道具を借りて、平日  

ならば 9,000円以下でプレー出来ます。 

花蓮駅を出発します。特急列車で 1時間半程で池上駅に到着します。 

池上は稲作が盛ん。おいしい米が取れるので駅弁が有名です。駅弁博物館が駅前に  

あり、おいしい駅弁を食べることができます。 

               池上駅を出発し、30分程で鹿野駅に到着します。  

 駅から 10分程の所にホテル「鹿鳴温泉酒店」があり

ます。ここには日本人の副支配人さんがいますので、

ホテルの車を貸し切ると同乗して案内してくれます 

ので言葉の心配はいりません。 

 この周辺は、戦前、新潟からの移民村であったこと

から、今でも当時の日本家屋と家財等が現地の人々の

好意で残されていますし、昨年、神社も再建されて  

います。 

 

 

 このホテルもそうですが、少し離れた所にも 

知本温泉があり、日本式の温泉を楽しむことが 

できます。 

知本から高雄までは鉄道が電化されておらず、

機関車が牽引します。 

高雄から空港のある桃園までは台湾新幹線に

乗り、約 1時間 20分程で到着します。 

 桃園駅から空港まではバスで 20 分、新幹線と

在来特急、バスを使ってぐるりと一周しても 

8,000円しないと思います。 

あまり観光客のこない台湾の東海岸、自然豊か

で、戦前の日本家屋がいたるところに残されて 

おり、古い日本にいるような気持になります。 

人は親切で、言葉で心配するようなこともありま

せん。 

 

勇気を出して「地球の歩き方」の本をカバンに

入れて出かけましょう。   

               

 外国もいいけど日本もいい！ 

 最近そう思うようになり「モーターホーム」を 

買ってしまいました。 

 これで日本一周の旅に出ます。 

 

『 いってきまーーす。』 

池
上
弁
当 
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あけましておめでとうございます。 
本年もよろしくお願いいたします。 

 
 
 編集委員も今号から新しい顔ぶれとなりましたが、続投の委員は、なんと自分だけであること

に改めて気が付きました。今後も安全協会の行事もいろいろ、編集委員としてもいろいろ、頑張

ります。あまり考えずに、おいしいものを食べ、飲み、しかし、あまり食べ過ぎずをモットーに、

日々こつこつと役割をこなしていくことにします。 （中西） 
 
2004 年から役員として当協会に参画させていただきましたが、2011 年に四日市での単身赴任

を解かれ、一旦神奈川へ戻りました。2年を待たずして 2013年に舞い戻ってきました。協会の仕

事をしていていいなぁ～と感じるのは、他社の方々と会話ができ、相談ができることです。先日

も、役員会社の方の施設見学をさせていただき本当に勉強になりました（感謝）。今年から編集

委員を務めさせていただくことになりました。文才の無い私なので不安いっぱいですが、編集委

員の皆さんと力を合わせ頑張っていきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 （勝亦） 
 
 今年より編集委員となりました。宜しくお願いいたします。前任者が 10 年以上安全協会に携

わっていたので、後任としてはプレッシャーに感じております。2 年間、移動防災部会長の役割

をいただき、愛知県移動防災訓練の視察を参考にして、三重県の高圧ガス実験・訓練に少しでも

お役に立てるよう頑張っていきたいと思います。これからもご指導の程宜しくお願いいたします。

（谷口・林） 
 
 今回より編集委員を担当させて頂くことになりました。平成 19 年より三重県高圧ガス安全協

会の業務に携わり、そろそろ 10 年を迎えようとしています。編集委員は初めてですが、皆様に

読んで頂けるよう頑張りますのでよろしくお願いします。昨年 11 月の高圧ガス製造保安責任者

等試験、高圧ガス実験・訓練も無事に終わり本格的な寒い冬がやってきました。こんな時期は   

暖かい鍋を囲むのもいいですよね。でも飲み過ぎ食べ過ぎに注意して、体重の変動には気を付け

ましょう。私は体重が増えないのが悩みですが（泣）（勝田） 

 

 今年から編集委員を務めさせて頂き、改めて協会だよりをよく読んでみると、訓練の報告や各

社の保安管理の紹介、また具体的で分かりやすいコンプライアンスシリーズに加え、趣味の時間

や私のワンショットなどすごく興味のある内容であることに気付きました。編集委員として少し

でもお役にたてる様頑張りたいと思います。よろしくお願いします。 （青木） 
 
一年の行事で一番緊張するのが 11 月に行われる国家試験です。毎年千人以上の方々が受験さ

れますが、進化した通信機器の影響でいろいろな対策が必要になってきました。昨年も監督員の

皆さんにご協力いただき無事終える事ができましたが、いつもはらはらドキドキの 11月です。 

今号には、試験結果が載っていますので是非ご覧ください。（木村） 
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花蓮市郊外、台湾八景の一つ「清水断崖」。 

紺碧の海に高さ 1000m の岸壁が太平洋に垂直落下 

しています。海藻が生える所もなく、潮の香りがまった

くしません。（小西） 

大変印象に残った可憐な花でした。 

オオゴカヨウオウレン（大五加葉黄連） 

きんぽうげ科 屋久島固有種 

早春を告げる花（中西） 

   

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

                              

 

                          

 

 あなたのスマホやパソコンに埋もれている 

 『私のワンショット』をメールでお送り 

 ください。掲載分には、薄謝進呈します。  

駐車は容易でしたが、内宮の池の

前は少々混雑ぎみ。 

何かいるのかな…（木村） 

文明開化の地、港ヨコハマ。 

おしゃれなカフェ・レストランが愉しめる 

スポットが横浜赤レンガ倉庫です。 

お近くにお越しの際は、是非お立ち寄りを。。。 

 （勝亦） 
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国内メーカー初 1台で最大6種類のガスを同時検知可能
PIDセンサ搭載でVOC検知も可能！

ポータブルマルチガスモニター

Model  GX-6000
TIIS（（公社）産業安全技術協会）防爆検定合格品
ATEX（欧州防爆機器指令）防爆検定合格品
IECEx（IEC防爆電気機器規格適合試験）合格品
CE Marking 適合品

● 最大6種のガスを検知可能
可燃性ガス、酸素、硫化水素、一酸化炭素の 
他、新規に開発した13種類のスマートセンサ 
から最大2種類お選びいただけます。

● 有害な化学物質の自主管理に！
リスクアセスメント実施義務化の対象となる化学物質の
安全管理に最適。
1台で複種類のガスを測定でき、作業効率UPに効果的です。

● 日本語表示可能
日本語を含む多言語表示可能で、設定変更などの操作を容易に行えます。
フルドットディスプレイにより文字も数字も見やすく表示します。

● パニック警報＆マンダウン警報※
作業者の安全を守る2つの新機能を搭載しました。
◆ パニック警報： 手動で警報を発し、周囲に現場の異常を知らせる機能。
◆ マンダウン警報※： 一定時間動作を感知しない場合に自動で警報を発し、

周囲に携帯者の異常を知らせる機能。
※マンダウン警報は通常OFF設定です。ご利用になる場合には弊社営業部までご連絡ください。

PC0-0901
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